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-  BACTERIOLOGICAL STUDIES ON ATYPICAL MYCOBACTERIA 

                ISOLATED IN JAPAN*

Report V. Characters of the Group III

Nonphotochromogens Isolated in U. S. A.

Michio TSUKAMURA, Sumio TSUKAMURA, Shoji MIZUNO

and Haruo TOYAMA

(Received for publication November 7, 1966)

    In an aid to compare with the characters of the group III nonphotochromogens isolated in 

Japan, which was described in the Report IV of this study, characters of the nonphotochromogens 

isolated in the Unites States were studied. 

    Biological and biochemical characters of twenty-two strains of the nonphotochromogens 

isolated in U. S. A. are shown in Table 2. A comparison between the characters of the non-

photochromogens isolated in Japan and those of the same organisms isolated in U. S. A. was made 
and revealed that there was no significant difference between them, except that the United 

States strains utilized more frequently L-glutamate as simultaneous nitrogen and carbon source 

than did the Japanese strains. 

   Comparisons between the nonphotochromogens (Japanese strains) and the M. avium, M. terrae 

and M. aquae strains also were done (Table  3). 

   Similarity and difference between the M. avium strains and the nonphotochromogens were 

discussed also by literatures, and considering the authors' results and the literatures' results, 

a clear-cut solution of the problem of the identification of M. avium and the nonphotochromo-

gens seemed to need still time. 

   The nonphotochromogens have many characters similar to those of M. avium, M. terrae 

and M. aquae, and it occupies an important key position for solution of the taxonomy of these 

more clearly defined species. It was noticed that the nonphotochromogens are more heterogeneous 

in respect to the characters tested than are M. avium, M. terrae and M. aquae, especially, the 

latter two.

* From the National Sanatorium, Chubu Chest Hospital , Obu-cho, Chita-gun, Aichi-ken, Japan.
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日本 分離 のslowlygrowing,nonphotochromogenic

mycobacteria(nonPhotoと 略 す)の 性 状 に つ い て 第4

報 三)に記 載 した の で,本 報 で は 前者 と比 較 のた め,米 国

で 分 離 され たnonphotoに つ い て 同様 な検 査 を 行 な つ た

結 果 を 報 告 し,あ わ せ てnonphotoの 分 類 学 的 地 位 に つ

い て 考 察 す る｡

実 験 方 法

被検株 とその由来は,表1に 示す とお りで,検 査 の方

法は既報2)の ごとくであ る｡

実 験 成 績

表2に 一 括 した｡こ れ を 要 約 すれ ば 次 の ご と く で あ

る｡な お()内 に は 陽 性反 応 を示 した 菌 株 数 の 率 を 示

した｡被 検 菌株 は22株｡

集 落 形 態:ク リー ム 色 な い し白色,湿 潤,平 滑 な 集 落

をSaut◎n寒 天 お よび 卵 培 地 に作 る｡

硝 酸 還 元:陰 性(0/22ニ0%)｡Catalase:陽 性(22/

22=100%e)｡Peroxidase:陰 性(0/22=0%)｡Arylsul-

fatase3日 試 験:陰 性(0/22=O%e)｡

2週arylsulfatase:大 概 陽性(17/22=77%)

Salicylate分 解:陰 性(0/22=0%)

PAS分 解:陰 性(0/22=O%)

Niacin:陰 性(0ノ22=O%)

Amidases:9/22=41%eはnicotinamidaseお よ び

pyrazinamidase陽 性;2/22ニ9%はnicotinamidase

Table1.HistoryofTestStrains

Strain

P-40P-41,P-42,

P-48P-51,P-54

NIOO616,N121326

P-7

P・-25,P-23,586

194(LHutson)

196(J.A.Gibbs)

355(CWilliamson)

372(W.Turner)

377(E｡Smith)

378(G.Lanier)

380(R.Copeland)

384(工Raymond)

386(1,Spivey)

391(J｡R.Gavin)

History

EH.Ru獄yon-K.Takeya(1960)
-MTsukan瓢ra(1965)

E.H｡Runyon-K｡Takeya(1960)
-M.Tsukamura(1961)
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E.H.Runyon-G｡P.Kubica
(1957-1959)-H,Saito(1964)-MT

sukamura(1966)

G.P.Kubica-H.Saito(1964)
-M .Tsukamura(1966)
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のみ 陽 性;残 りの11/22=50%はB6nicke3)の10種

のamidasesが す べ て陰 性 で あ る｡

0.2%PAS含 有1%小 川 培 地 に発 育 す る｡(20/22=

91%)

0.25mg/mlNH20H・HCI含 有1%小 川 培 地 に発 育

す る｡(22/22=100%)

O,5mg/mlNa-salicylate含 有1%小 川 培 地 に発 育

す る｡(22/22=100%)

1.Omg/mlNa-salicylate含 有1%小 川 培 地 に発 育

す る｡(21/22=95%)

10μg/mlthiophen-2-carbonicacidhydrazide(TCH>

含 有1%小 川 培 地 に 発 育 す る｡(22/22=100%)

O・1%Picricacid含 有Sauton寒 天培 地 に 発 育 しな

い｡(3/21=14%が 発 育 した)

発 育 温 度:(1)28℃ お よび37℃ に 発 育 し,45℃ に

発 育 しな い もの は18/22:82%;(2)45℃ ま で発 育 す

るが,52℃ に 発 育 しな い もの は4/22=18%｡す なわ ち

37｡発 育 株 は82%eで,45｡発 育 株 は18%｡

有 機 酸 の 単 一・C源 と して の発 育 へ の利 用:Acetateを

利 用 す る もの は21/22=95%;pyruvateを 利 用 す る も

のは21/22=95%;succinateを 利 用 す る もの は4/22=

18%;malateを 利 用 す る も の は4/22=18%e;fumarate

を 利 用 す る もの は3/22=14%;他 のcitrate,benzoate,

malonateは 全 株 これ を利 用 しない｡(0/22=O%)

炭 水 化 物(有 機 酸 以 外)の 単 一C源 と して の発 育 へ の

利 用:Glucoseは14/22=64%,propano1は15/22=

68%,fructose翫 よ6/22=27%,sucroseを ま5/22=23%,

1・4--butyleneglycolは3/22=14%oの 株 に よ り利 用 さ

れ た｡他 の 炭 水 化 物 す な わ ちmannose,galactose,ara・

binose,xylose,rhamnose,trehalose,raffinose,inos-

itol,mannitol,sorbitol,ethanol,propyleneglycol,

1・3-butyleneglycol,2,3-butyleneglyco1は 利 用 され

な か つ た｡(0/22=O、%)

炭 水 化 物 か ら の 酸 形 成:Glucose,mann｡se,galac・

tose,arabinose,xylose,rhamnese,trehalose,ra伍nose,

inositol・mannitol,s｡rbitelの い ず れ か らも 酸 を 形 成

しな い｡(0/22:0%)

N化 合 物 の 単 一N源 と して の発 育 へ の 利 用:L・-Gluta』

mateは 全 株(22/22=100%)に よ り,NaNO3は20/22

=90%の 株 に よ り
,L-serineは6/22=27%の 株 に よ

り,acetamideは15/22:68%の 株 に よ り,ureaは

4/22=18%の 株 に よ り,pyrazinamideは9ノ22=41%

の株 に よ り,nicotina1nideは11/22=50%の 株 に よ り,

iso-nicotinamideは12/22=54%の 株 に よ り
,succin・

amideは16/22=73%の 株 に よ り,benzamideは 、1ノ

22=5%eの 株 に よ り,そ れ ぞ れ 利 用 され た;L-methio.

nineお よびnitriteは 利 用 され なか つ た｡(0/22=0%)

N化 合 物 の同 時NC源 と して の発 育 へ の 利 用;L-Glu.
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Table3・ComparisonbetweentheCharactersofGroupIIINo叩hotochromoge捻s

Is◎1atedinJapanandtheCharactersofM.avium,

ルf.彦eγγaeand1しf.aquae

Charactershowingasig無 三f玉cantd燈ere箆cebetweentwogroups廓

IRate・-i-wingthep・s薫t三vereacti伽

1
1.UtilizationofglucoseassoleCso研ce

2.Two-week-arylsulfatase

No叩hoto M.avium

27/37(73%)

23/37(62%)

0/14(0%)

1/14(7%)

{
ー
ム

2

3

Growthat45℃

Positivenicotinamidaseandpyrazinamidase

UtilizationofglucoseassoleCsource

Nonphoto M.terγae

20/37

14/37

27/37

(54%)

(38%)

(73%)

1/93(1%)

0/93(O%e)

0/93(O%)

t
1.Colonialpigmentation

2.Growthat45℃

3.Positiveurease

Nonphoto M.aquae

0/37

20/37

0/37

(0%)

(54%)

(0%)

22/22(100%o)

2/22(9%)

8/22(36%)

零Significantdifferenceintheposit薫verateata5%1evelbythex2-test .

tamateを 利 用 し た も の は11ノ22=50%で あ つ た;他 の

L-serine,glucosamine,acetamide,benzamide,mo-

neethanolamineお よ びtrimethylenediamineは 利 用

さ れ な か つ た｡(0/22=O%)

考 察

L日 本株 と米 国株 との比 較

第4報1)に 記 載 した 日本 分離 のnonph0t0と 本 報 に 記

載 した 米 国分 離 のnenphotoを 比 較 す る と,negative

matches(表 に示 され てい ない)が 多 い とは い え,多 数

のpositivematchesが あ り,両 者 が きわ め て 類 似 して

い る こ とは 明 らか で あ る｡し か し さ らに 詳 細 に 比較 す る

た め に,日 本 株 の 中でNJ記 号 の 付 され た21株(第4

報 の表1)と 本 報 の米 国 株22株 を 統 計的 に比 較 してみ

る と(X2-test),両 者 に 有 意 差(P<5%)が み られ た の

は 次 の 性 状 で あ る｡

す な わ ちL-glutamate'を 同 時NC源 と して 利 用 す る

もの は,日 本 株 で2/21(=9、5%),米 国株 で11/22(=50

%)で,Xo2=6.50(P〈2・5%)で 有 意 差 が あ る｡し か

し他 の性 状 に つ い て は有 意 差 はな く,日 本 株 と米 国 株 と

は きわ め て よ く類 似 してい る｡

2.N◎nphotochromogensとM.avium,M｡terrae,

M.σquae(scotochromogens)と の 比較

(a)M・aviumと の 比較｡M・aviumの 性 状 は既 報

したi)｡M・avium14株 の 性 状 と 日本 分 離 のnonphote

37株 の性 状 を 比較 して,X2-testで 有 意 差 を示 す のは,

(i)GlucoseのC源 と して の 利 用;(ii)2週arylsulfa・

taseで あ る｡(表3)

(b)M.terrae5)s)と の 比較｡M.terrae93株 の 性

状 とnonphoto37株 を比 較 し,性 状(陽 性 率)に 有 意

差 を 示 す の は,(i)発 育 温 度:nonphotoで は45｡に 発

育 す る株 が54%あ るが,M.terraeで は1%し か な

い;(ii)nicotinamidaseとpyrazinamidaseの 陽性 率:

M.terraeはamidaseす べ て 陰 性;(iii)91ucoseのC

源 と して の利 用:M・terraeはglucoseを 利 用 しな い,

の3点 で あ る｡(表3)

{c)M.aquae(仮 称)7》8)と の比 較｡M・aquae22株

との比 較 で は,(i)M.aquaeは 集 落 が 初 発 集 落 か ら澄

色;(ii)M.aguaeは37｡ま で しか 発 育 しない が,non・

photoの54%oは45｡ま で 発 育 す る;(iii)M.aquae

に はurease陽 性 の株 が あ るが,nonphotoに はurease

陽 性 の株 は な い｡(表3)

3・Nonphotochromogensの 分 類 学 的 地 位 に つ い て

NonphotoがM・ σ擁襯 と類 似 して い る こ とは 早 くか

ら知 られ て い る｡Durreta1.9)はnonphotoとM.avium

とが ニ ワ ト リに 対 す る毒 力 で 差 が あ る と述 ぺ てい るが,

他 の 点 で は よ く似 て い る と述 べ,Meissnerio)もnonph《 》

toは ニ ワ トリに 毒 力 の 少 な いMaviumのderivatives

で あ ろ うと 述 べ て い る｡Takeyaeta1.ll》,Smith&

Johnstonei2)は 両 者 の ツベ ル ク リン反 応 の 交 叉 に つ い て

報 告 して い る｡ま たScamm◎neta1.13)も 両 者 の 類 似 性

を 支持 す る 観察 を 記 載 して い る｡一 方B6nicke3)はami-

dasepatternが 両 者 で 同 じで あ る と 報 告 してい る｡し

か し以 上 の類 似 性 は た ん に 毒 力,ツ 反 応,形 態 的 観 察 に

基 づ い て い る の で,観 察 され た 所見 か らた だ ちに 両 者 を

同一speciesと み な す わ け に は ゆ か な い と思 わ れ る｡両

者 が 同一speciesで あ る とい う主 張 は,B◎jalileta1.lt)

に よ り1962年,最 近 に はWayne15)に よつ て 行 な わ れ

た｡微 生 物 の分 類 学 は 混 迷 の 中 に あ つ たが,最 近 に い た

つ て よ うや く混 迷 か ら脱 出す る 時期 に 達 した よ うに 思 わ
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れ る｡そ れ はSneathi6)-18)に よつ て導 入 され たnumer-

icalclassificationの 考 え で,す べ て の性 状 を 等 価 とみ

な して,数 学 的 に 分類 を進 め てゆ こ う とす る 考 え で あ

る｡こ の 方 法 はBojaliletaL14)に ょつ て い ち は や く

Myeobacteriumの 分 類 に応 用 され た が,惜 し む ら くは

使 用 した 性 状 数 が 少 なす ぎ た18)｡し か しBojaliletal・

の先 駆 的 業 績 は 高 く評 価 され るべ き で,nonphotoとM・

aviumの 同 定 の 問題 に つ い て よ うや く具 体 的 な一 歩 が 踏

み 出 され た と ころ に 意義 が あ る｡そ の後1966年 にい た

つ て東 村 な ど19)""22)の 一 連 のnumericalclassification

の研 究,Waynei5)の 研 究 が 現 わ れ た｡Wayne15)は 本 年

n◎nphotoとMaviumと を 同 一sPeciesと す べ し とい

う成 績 を 発 表 した が,か れ の研 究 も またBojaliletal｡

の それ と同 じ く,使 用 され た性 状 が ま だ少 なす ぎ る とい

う批 判 は 免 れ な い で あ ろ う｡東 村19)一一21)はは じめ94性 状

を 用い てnumericalclassificati0nを 用 い,nonphoto

に はM.aviumと 区別 で きな い群 と 区 別 で き る群 が あ

る こ とを 示 した19)｡こ の 研 究 は 抗 酸 菌 の 分野 で は は じめ

て所 期 の 性 状 数 を 使 用 して 行 な わ れ たnumericalclassi一

丘cationで あ つ た が,対 象 を 発 育 の 遅 い 抗酸 菌 にか ぎ る

と,"differentiatingcharacters"の 数 は42で22),な

お満 足 す べ き域 に は 達 して い な い｡す な わ ちわ れ わ れ は

B◎jaliletal.M)お よ びWaynei5)がnonphotoとM｡

aviumと を 同 一speciesと み な す 考 え は な お 時 期 爾 早

で あ り,い ま しば ら く新 しい 検 査 方 法 の集 積 を持 つ て再

びnumericalclassificationが 行 な わ れ るべ き だ と考 え

る｡し か しnonphotoとM.aviumが 同一speciesで

あ るが,少 な く と も近 縁 のspeciesで あ る こ とは,い ま

ま で最 多 の 性 状 を 用 い て 研 究 した 東 村 な ど勘^働 の 成 績

か らも推 察 され る｡

NonphotoとM・aviumと の差 異 に 関 す る 報 告 も 最

近 ふ え る傾 向 に あ る｡こ れ もnonphotoのM・avium

同定 説 を 時 期 尚 早 とみ る一 つ の理 由 で もあ る｡す なわ ち

DurretaL9)お よびMeissneri｡)に よ るニ ワ トリに 対 す

る毒 力 の差 のほ か に,Kubica&Beam23)に よ る2週

arylsulfataseの 差,Urabeeta1.鋤 に よ るacidphes-

phataseの 差,高 橋25)に よるSauton培 地 で の発 育 形 態

の差,木 村,森26)に よ る卵 黄 嚢 内 発 育 の 差,Murohashi

&Yoshida27)に よる紫 外 線 照 射 時 の 抗 酸 性 消失 の 差,

東 村28)に よ るglutamateをN源 と した とき の10種C

源 利 用patternの 差,東 村 に よ るNH3-N源 存 在 時 の

glucose利 用 の差(本 報)な どが あ げ られ て い る｡こ の

うち の 大 部 分 は 単 独 で はnonphotoとM・aviumを 区

別 で き るほ ど信頼 度 は 高 くない｡し か しMurohashi&

Yoshida27)の 方法 は それ 単 独 で両 者 を 区 別 で き る もの の

ご と くで あ り,東 村 鋤 の方 法 も単 独 で 両 者 の 区 別 が 可能

と思 わ れ る｡こ れ らの所 見 と上 述 のnonphoto-M.avium

同 一 説 の 根 拠 が ま だ確 実 で ない 点 とを 考 え あ わ せ て,
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nonph◎toの 分類 学 的 地 位 に つ い て の 結 論 は しぽ ら く待

つ こ と と した い｡

NonphotoとM・aviumの 関 係に つ い て は しば しば論

じ られ た が,Mterraeお よびMaquaeと の 関 係 に つ

い ては 報 告 が な い｡東 村19)22)のnumericalclassifica-

tionの 結 果 に よれ ば,nonphotoは これ ら2者 お よびM.

aviumと 合 してonelargeclusterを 作 り な が ら も,

M.terraeお よびM.aquaeと 分 かれ てsubclusterを

作 る ご と くであ る｡し か しclear-cutな 区別 は 困 難 で,

と くにnonphotoの 一 部 とM.aquaeと の 区 別 は よ り

困難 で あ る｡こ の 点 現 時 点 で はM.terraeお よびM.

αquae(後 者 の 命 名 に つ い て は問 題 が あ るが8),適 当 な

命 名 が 決 ま る までM・aquaeの 仮 称 を 使用 す る｡こ の 定

i義に つい ては 文 献7,8参 照)を 独 立 のspeciesと して

取 り扱 うが,こ れ ら2者 とMaviumお よびnonph◎to

の分 類 の問 題 は,さ らに 検討 を要 す る も の であ る こ とは

い うま で も ない｡

と くにnonph◎toの 問題 はM.terraeお よびM.aguae

に 比 較 して 困 難 な 問題 を 含 ん で い る｡M・teγraeお よび

M.aquaeは 比較 的 均一 な群 で,と くにM.terraeの 定

義 は比 較 的 明確 で あ る5)6)◎sc◎t◎chromogeRSの 分 類 お

よびM・aquaeの 定 義 もか な り判 然 と なつ た7}8>｡し か

る にnonphotoは 上 記2者 に 比 較 して 不 均 一 で あ る｡

nonphotoの み な らずM・aviumな るspeciesも,現 在

同定 され て い る菌 株 に つ い て み るか ぎ り,か な り広 い変

異 を 許 容 した もの で あ る凄)｡た とえ ぽ,発 育温 度域 に し

て もM・aviumお よびnonphotoに は,37｡ま で 発 育

す る株 と45｡ま で 発育 す る株 が あ り,amidasepattern

に して もamidaseを す べ て欠 くも の と,nicotinamidase

お よびpyrazinamidase陽 性 の も のが あ る｡そ の 他 の性

状 につ い て も,nonphotoの 不 均一 性 はM.aviumよ り

も著 しい｡こ の 問 題 もspeciesの 範 囲 を 決 め るに あ た》)

て解 決 し なけ れ ば な らぬ 問題 で あ ろ う｡

総 括

米 国分 類 のn｡nphoto22株 の 性 状 を 記載 す る と とも

に 日本 分 離 株 と比 較 し,両 者 の 間に ほ とん ど差 が ない こ

とを 認 め た｡

No叩hotoはM.avium,M.terrae,M.aquaeと 類

似 性 が あ り,こ の3者 を結 合 す る要 の 立 場 にす る｡近 時

nonphotoをM.aviumと 同 定 す る報 告が 現わ れ たが,

nonphotoとM.aviumの 近 縁 性 は 疑 い ない と して も,

現 段 階 で の 同定 は 時期 爾早 の ご と く思 わ れ る｡

菌株を分与していただいた九州大学武谷健二教授なら

びに広島大学斎藤肇博士に謝意を表する｡
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